
 
 
             山 行 報 告 書 

フリースペース 
山の紹介・スケッチ・エピソ 
ード・その他自由に 

 
 

〈リーダー所見〉 

 

〈山行報告〉   

 

  

 コースタイム（天候：天気図記号）  

   ルート図（地図を見て正確に） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  2.5 万分の１地図： 

   
参 加 

 メンバー    山行日 
   
     山 域 

 確認 
（ﾘｰﾀﾞｰ） 

 作成 
 (報告者) 

原 紙 : 集
会担当者 

山行: 1 
ﾘｰﾀﾞｰ 

集会:12 
 配布先 

  山 名 
 山行目的 

  
 

報告日 
報告者 

07.09.22 改定  WORD ﾌｫｰﾏｯﾄ Ver.2    電友会山岳部 

   月度 
例会 
個人 
   

 

 
 
 
 
 

        二年前に計画をしたが直前に止めてしまい、心残り

になっていた山だけに今回登ることが出来てよかった。静かな山の中

でテント泊まりも心落ち着く山行となった。登山道も思ったよりしっ

かりしており歩きやすかった。ただ標識が場所によっては判りにくい

ところもありしっかりと地図で確認は必要だ。 
 
 
 

ら急登を登り終えると池口岳 

      早朝に車で刈谷を出発。R153 を走り平谷から R418 を径由して R152 から麓の遠山郷に向

かう。大島付近で池口岳の標識を見つけ道なりに進むと池口集落となり遠山家へと向かう。途中で人を

見つけ登山口を尋ねたところ、遠山家の方だったのでそのまま一緒に家まで行きそこで降ろし、現在、

登山口まで車で入れると聞きそのまま進み、登山口手前の広場に駐車、登山口を出発した。ヒノキの植

林の中を進むと平坦になった面切平に到着、さらに進むとカラマツ林、コメツガの林に入り急登となる。

やがて黒薙の頭に着く。ここからアップダウンを繰り返しながら進むとザラ薙平付近で二人連れの登山

者と出会う。日帰り山行で下山する途中だった。そして、ここから少し行ったところがテント場だった

が標識を見落として行き過ぎすぐ先にある水場の標識に気がついて戻ってきた。登山道脇に見えにくい

が、標識があった。さっそくここにテントを張り、中に入りくつろいだ。人気のない静かな山の中での

テント泊は久々である。明日の天気を気にしながら眠りについた。翌朝は食事を済ませ 5：00 出発、池

口岳ピストンをする。倒木があり岩場にはロープがかけられたところを過ぎて分岐まで来ると、そこか
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06/25 晴れのち曇り 
  
6：00 刈谷発（車） 
9：55 登山口 
10：55 面切平 
12：55 黒薙の頭 
14：20 ザラ薙平 
14：30 テント場 
 
 

  南アルプス深南部の山を行く 
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          伊那和田、上町、光岳、池口岳 
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池口岳 
    

06/26 雨  
5：00 テント場発 
6：30 2156ｍ 
7：05 池口岳 
7：23 発 
8：50 テント場 
9：17 発 
10：30 黒薙の頭 
11：40 面切平 
12：30 登山口 
 
 
 
 

頂上に到着。天気が悪く視界は利かな

いがここに立てたことに満足。そしてテント場に戻りテントを撤

収、登ってきた道を下山する。帰りに遠山家に寄り、池口岳の登山

道の整備に関するお話を聞きました。この後、帰り道途中にある「こ

まどりの湯」で汗を流し帰路に着きました。 

 
池口岳頂上 


